
■■■■おもなおもなおもなおもな研究内容研究内容研究内容研究内容

■■■■共同研究共同研究共同研究共同研究・・・・特許特許特許特許などなどなどなどアピールポイントアピールポイントアピールポイントアピールポイント

●●●●癌免疫癌免疫癌免疫癌免疫のののの研究以外研究以外研究以外研究以外にもにもにもにも、、、、臨床臨床臨床臨床のののの現場現場現場現場でででで有用有用有用有用なななな診診診診

断法断法断法断法・・・・治療法治療法治療法治療法のののの開発開発開発開発にににに協力協力協力協力していますしていますしていますしています。。。。

●●●●ペットフードペットフードペットフードペットフードやややや新新新新しいしいしいしい治療薬治療薬治療薬治療薬、、、、医療材料医療材料医療材料医療材料のののの開発開発開発開発

にもにもにもにも、、、、治療治療治療治療とととと予防予防予防予防のののの観点観点観点観点からからからから研究研究研究研究をををを進進進進めていますめていますめていますめています。。。。

研究分野研究分野研究分野研究分野 獣医学、医学、臨床獣医学
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犬や猫などの愛玩動物は大切な家族の一員となっています。ペットにとっても癌は一般的な病気であり、

愛玩動物の健康を考える上で癌治療は重要な課題になっています。人の癌治療では外科手術、放射線治

療、化学療法など従来の治療法に加えて、免疫療法が新しい柱として期待され盛んに研究されています。

当研究室では、ペットへの免疫療法の実施について研究を進めているところです。

研究研究研究研究のののの背景背景背景背景およびおよびおよびおよび目的目的目的目的

ペットペットペットペットのののの癌癌癌癌にににに対対対対してしてしてして、、、、免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた

治療法治療法治療法治療法をををを研究中研究中研究中研究中。ＣＴ、ＭＲＩ。ＣＴ、ＭＲＩ。ＣＴ、ＭＲＩ。ＣＴ、ＭＲＩをををを使使使使ったったったった診断診断診断診断

情報情報情報情報のののの提供提供提供提供とともにとともにとともにとともに、、、、新新新新たなたなたなたな診断診断診断診断・・・・治療法治療法治療法治療法をををを

開発開発開発開発していますしていますしていますしています。。。。治療治療治療治療・・・・予防予防予防予防のののの幅広幅広幅広幅広いいいい分野分野分野分野でででで、、、、

病院病院病院病院、、、、機関機関機関機関、、、、企業等企業等企業等企業等とのとのとのとの連携連携連携連携がががが可能可能可能可能ですですですです。。。。

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターからからからから一言一言一言一言

動物病院では、人間の医療とほぼ同じレベルの治療が要求されるようになっています。しかしながら

臨床獣医は、まだ発展途上の分野であり、われわれはその要求に十分には答えられてはいません。

地域の動物病院や機関、全国の機関や企業等と協力することで、疾患の新たな診断・治療法や予防法

を開発に取り組み、ペット医療の進歩に貢献したいと考えています。

期待期待期待期待されるされるされるされる効果効果効果効果・・・・応用分野応用分野応用分野応用分野

研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマ
●●●●ペットペットペットペットのののの癌癌癌癌をををを免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法でででで治治治治すすすす

●●●●犬犬犬犬のののの悪性悪性悪性悪性リンパリンパリンパリンパ腫腫腫腫にににに対対対対するするするする癌癌癌癌ペプチドペプチドペプチドペプチド療法療法療法療法のののの開発開発開発開発

犬犬犬犬やややや猫猫猫猫ではではではではリンパリンパリンパリンパ腫腫腫腫はははは最最最最もももも多多多多いいいい腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のののの一一一一つですつですつですつです。。。。多多多多くのくのくのくの症例症例症例症例でででで抗癌剤抗癌剤抗癌剤抗癌剤によりによりによりにより一一一一

時的時的時的時的にににに治療効果治療効果治療効果治療効果がみられますががみられますががみられますががみられますが、、、、再発再発再発再発しししし予後予後予後予後がががが悪悪悪悪いいいい疾患疾患疾患疾患ですですですです。。。。抗抗抗抗がんがんがんがん剤剤剤剤でがんでがんでがんでがん

細胞細胞細胞細胞のののの多多多多くをくをくをくを殺殺殺殺したしたしたした後後後後にににに、、、、がんがんがんがん細胞細胞細胞細胞をををを狙狙狙狙いいいい打打打打つつつつ、「、「、「、「免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法」」」」をををを行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、予後予後予後予後

のののの改善改善改善改善をををを狙狙狙狙いますいますいますいます。。。。

犬のリンパ腫の細胞

●●●●多多多多くのくのくのくの癌癌癌癌にににに応用応用応用応用できるできるできるできる免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法のののの開発開発開発開発

がんがんがんがん細胞細胞細胞細胞をををを狙狙狙狙いいいい打打打打つことができないつことができないつことができないつことができない場合場合場合場合にはにはにはには、、、、養子免疫療法養子免疫療法養子免疫療法養子免疫療法（（（（LAK療法療法療法療法））））やややや
がんがんがんがん細胞細胞細胞細胞そのものをそのものをそのものをそのものを標的標的標的標的にしたにしたにしたにした樹状細胞免疫療法樹状細胞免疫療法樹状細胞免疫療法樹状細胞免疫療法をををを利用利用利用利用することをすることをすることをすることを考考考考えていえていえていえてい

ますますますます。。。。これらのこれらのこれらのこれらの治療治療治療治療がががが早早早早いいいい時期時期時期時期にににに臨床応用臨床応用臨床応用臨床応用できるようにできるようにできるようにできるように研究研究研究研究をををを進進進進めていますめていますめていますめています。。。。

肺転移がみられる症例

●すべてはすべてはすべてはすべては動物動物動物動物とととと飼飼飼飼いいいい主主主主さまのためにさまのためにさまのためにさまのために、、、、そしてそしてそしてそして未来未来未来未来のためにのためにのためにのために

実際実際実際実際のののの治療治療治療治療ではではではでは、、、、患者患者患者患者さんがもっともさんがもっともさんがもっともさんがもっとも利益利益利益利益をををを得得得得られるようなられるようなられるようなられるような治療治療治療治療をををを選択選択選択選択していくことしていくことしていくことしていくこと

がががが基本基本基本基本になりますになりますになりますになります。。。。動物病院動物病院動物病院動物病院にににに導入導入導入導入されているされているされているされているCT、、、、MRIなどをなどをなどをなどを駆使駆使駆使駆使してしてしてして治療効果治療効果治療効果治療効果をををを

客観的客観的客観的客観的にににに判定判定判定判定していくことがしていくことがしていくことがしていくことが未来未来未来未来をををを切切切切りりりり開開開開くためにくためにくためにくために大切大切大切大切だとだとだとだと考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

養子免疫療法：自身の免疫細胞を体外で免疫力を高めて活性化させた後、体内に戻す治療法

樹状細胞免疫療法：癌細胞の目印をﾘﾝﾊﾟ球に認識させ癌細胞を効率よく攻撃させる治療法


